
【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成28年1月14日

事　業　所　名

（ 252-0103

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

自己評価及び外部評価結果

平成24年9月1日

所　　在　　地

事 業 所 番 号

サービス種別

定　 員　 等

プライミーしろあん

□ 小規模多機能型居宅介護

■

1492600448

評 価 結 果
市町村受理日

http://www.wam.go.jp/wamappl/hyoka/003hyoka/hyokanri.nsf/pSearch3?Open

平成28年4月7日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

平成27年12月8日

Ⅴ アウトカム項目

プライミ―しろあんは,ＪＲ橋本駅または京王線橋本駅からバスで１０分、東原宿
バス停下車徒歩５分の住宅街の一角にあります。運営法人は相模原市を中心に、認
知症グループホーム、訪問介護事業所を数ヶ所運営しています。
＜優れている点＞
健康に関しての安心体制が出来上がっています。かかりつけ医はほぼ毎日、看護師
は１週間に１回、薬剤師は月２回来所しています。職員は利用者の身体の状態、足
のむくみ、酸素飽和度、血圧などを毎朝確認し医師に相談しています。医師や看護
師、薬剤師、職員で適切な連携を取り、利用者の健康を守っています。
運営推進会議を「しろあん茶話会」としています。地域や家族などに発信する情報
誌、「白庵日和」では、事業所の活動を伝えています。活動記録は写真付きで、生
活状況がわかり易く家族に好評です。また利用者のペースと生活履歴を大切にして
います。スケジュールを決めていませんが、翌日の予定を利用者から聞き、職員の
配置や準備を確認してから取り組むようにして、自由な雰囲気の中で生活していま
す。
＜工夫点＞
ケアプラン作成は、ケース記録と個人日常記録、居室担当の連絡メモをケアマネ
ジャーとでまとめ、職員全員で確認しています。１日１回の階段昇降運動への誘い
や、箸を使うなどの、わかり易いサービス内容にまとめています。

「利用者本位」
　臨機応変に対応ができるよう、スケジュールを決めることなく日々の暮らしを
　お手伝いしています。
「チームケア」
　職員はお互いに協力し合い、思いやり合えるチーム力があります。
「明るく開放的な雰囲気」
　玄関は施錠していません。しろあんの理念「安心・楽天・自由」を胸に取り組
　んでいます。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 プライミーしろあん

 ユニット名 わおん

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

プライミーしろあんでどのように過ご
されたいか？自分に置き換え、ご利用
者様の目線から職員全員で考えまし
た。また理念とは別に、プライミーし
ろあんを「家」とし、理念実現の家訓
（職員が何をすべきか）も設定しまし
た。事業所内の各所に掲示し、意識の
共有を図っています。

理念の「安心・楽天・自由」は、利用
者の思いを受け入れるもので、職員が
意見を出しあい作成しています。さら
に職員は何をすべきかの「家訓」を
「追及、共有、団結」としています。
日々の活動時やミーテング、勉強会な
どで確認しています。

普段から近隣の方々をお招きし施設イベントとし
て餅つきや流しそうめんを行ったり、自治会の夏
祭りなどを通して、近隣の方々との交流を定期的
にとっております。、事業者内の買い物や理美容
などは全て近隣で対応しています。日頃から散歩
や玄関掃除など屋外で過ごす事も多く、挨拶など
を通して地域情報を頂いたりと自然な流れで交流
が出来ています。干していた洗濯物を届けて頂い
た事もあります。

事業所では、情報誌「白庵日和」を地
域に配布しています。餅つきなどでの
交流や、夏祭りではテントの席を用意
してくれています。また、自治会の歌
の会にも参加したり、近所の人が飾り
物を作る教室を開き、家族を含め７～
８名が参加して交流しています。買い
物は近くの店を利用しています。

自治会のシニアサロンや盆踊りでは席や飲
み物を用意して頂きとても感謝しておりま
す。また自治会広報誌では事業所紹介とし
て取り上げて頂きました。地域ケア会議へ
参加した際は、地域の警察や消防隊の方々
とも認知症の方々への支援方法などを話し
合いました。運営推進会議では高齢者支援
センターや民生児童委員の方も参加頂いて
おります。
２ヶ月に１回、イベントなどの活動報
告を行い、また参加者の方より色々な
ご意見を頂いております。検討結果は
議事録に残すと共に、全員に配布して
います。会議の中で流しそうめんや園
芸くらぶの活動への参加協力に発展し
た事もありました。

運営推進会議は「しろあん茶話会」と
身近な名前とし、２ヶ月に１回開催し
ています。家族会とは別日ですが、都
合のつく人は誰でも参加できます。議
題は断水時の訓練やＡＥＤの取り扱い
などの情報交換です。質疑応答は整理
し、運営委員全員に配布しています。

申請・報告等は出来る限り直接窓口に
出向き対応しています。また担当者へ
の問い合わせは気兼ねなくできる状況
であり、協力関係を気づいていると理
解しています。高齢者支援センター、
支社協、生活保護担当課とも情報交換
をしています。

地域ケア会議に参加し、認知症の理解
や支援方法等を情報提供しています。
利用者に関する書類提出では、関係個
所に極力出掛け、情報交換をしながら
つながりを強めています。マイナン
バーの取り扱いも決めています。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

事業所開設以来、玄関と各ユニット出
入り口は施錠せずに対応しています。
内部勉強会にて身体拘束についての正
しい知識の習得に努め、ご家族様や地
域へも身体拘束をしない事業所として
説明をしています。

身体拘束をしないよう内部研修で徹底
しています。新入職員にもコーチ役が
付いてプログラムに沿って研修し、レ
ポートを書いて評価しています。玄関
やユニットドアは施錠しておらず 開閉
するとすずが鳴り、職員が利用者の外
出に気がつくようになっています。

毎月行っている職員ミーティングでケ
アカンファレンスなどを通して話し
合ったり、定期的に行う内部勉強会で
は虐待の正しい知識習得を行うと共
に、普段から職員間で情報共有を行
い、虐待を見過ごすことなく、また防
止にも努めています。

成年後見制度を利用されている方が数
名いらっしゃいます。ご入居されてか
ら手続きをされた方もおり、制度や手
続きについて資料を準備し、活用でき
るような体制を整えています。高齢者
支援センター主催の講義へも参加しま
した。

普段のご面会時や運営推進会議、また
電話連絡時など契約内容の変更等につ
いて説明する機会をこまめにとること
を心がけ、ご理解を頂けるよう取り組
んでおります。改定等の手続きも早め
にご説明し、スムーズに完了していま
す。

普段のご面会時や家族会などを通して
コミュニケーションを心がけたり、運
営推進会議でのご意見ご要望などを早
めに事業所運営に反映させています。
また事業所内に目安箱を設置していま
す。

家族の訪問時や電話では、話を良く聴
き、日々の様子を丁寧に話していま
す。写真付きの生活活動記録や情報誌
の白庵日和で様子を伝え、家族の信頼
を得ています。多忙な家族は夜でも早
朝でも利用者に面会出来、好感を得て
います。家族会には４０人ほど集まっ
ています。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん
自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

ミーティングの機会を持ち、職員が意
見を言える場の整備をしています。ま
た普段から業務などを通してコミュニ
ケーションをとりながら意見や提案を
吸い上げて実現できるように支援して
います。１年に１回は個別に意見や提
案を聞く機会を設けています。

職員意見は、日常の会話やミーテン
グ、会議、テーマを決めた勉強会の場
で聞いています。行事担当が実施する
段階で、発生する環境づくりや個別面
接で意見を吸い上げています。テーマ
は事前に固めてから会議で提案し、イ
ベント後は感想を記録しています。

各職員に年に１回、自己評価を行い自
己の振り返りをすると共に、自身の１
年間の目標を設定しています。また居
室担当やイベントなどの係担当を設置
し、各職員のやりがいに繋げていりま
す。

内部勉強会を定期的に開催し、また勤
務表を工夫し出来る限り多くの職員が
参加出来るよう事業所として配慮して
います。また他事業者との交流や、地
域等の会議などから得られた情報も職
員会議にて報告し、職員教育につなが
る情報の発信を事業所として取り組ん
でいます。
市グループホーム連絡会及び県グループ
ホーム協議会に所属しています。管理者だ
けではなく職員と共に参加し情報交換や情
報収集に努めています。その会ではお互い
の施設見学会も開催し、その際にも様々な
職員が交流の機会を作り、やりがいを見出
したり、情報共有ができるようにして、お
互いにサービスの向上となるよう取り組ん
でいます。

事前情報収集を十分に行うとともに、
ご家族様やご本人様から普段のコミュ
ニケーションをとおして信頼関係構築
のポイントを見出すと共に、環境の変
化はご利用者様の不安や混乱に繋がる
事を理解し、ご入居当初は意識的に
「その方を知る」事に取り組んでいま
す。
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご家族様との信頼関係構築のため、入
居相談時点から十分にコミュニケー
ションをとり、ご家族様やご本人様の
お気持ちなど理解する事を心がけてい
ます。ご入居後はご面会時の他、電話
や手紙を使って情報の共有に取り組ん
でいます。（報告・連絡・相談）

ご本人様及びご家族様の要望は必ず伺
います。また情報収集においてアセス
メントをしっかり行い、ケアカンファ
レンスなどにも明記し、全スタッフで
課題・目標・サービス内容を見極め
て、日々取り組んでおります。

ご利用者様一人ひとりの能力を見極
め、その方が何がどこまで出来るのか
を見極めながら活動・活躍の機会を設
けています。全てに手を出すことが介
護ではない事を職員は理解して対応し
ています。

毎月、写真付きのお手紙にてご様子を
お伝えしています。判断や報告を急ぐ
内容は電話にて連絡し、事業所主導で
はなく、共に支える姿勢で取り組んで
います。面会簿にはご家族様との連絡
メモも取り入れ、意見交換ができるよ
うにしております。

ご本人様の生活歴から現在の状況をよ
く把握し、今までと変わりない暮らし
が続けられるよう対応しています。ご
家族様やお知り合いの方の面会のほ
か、ご家族様との外食やお墓参り、外
泊などに出掛ける方もいらっしゃいま
す。

馴染みの人が来訪した時は、ゆったり
過ごせるようにしています。今までと
変わらない生活が送れるよう支援して
います。買い物への外出と挨拶、お金
の支払い、趣味や得意なことを継続す
る機会を作り支えています。家族と懐
かしい場所に出掛ける人もいます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

日常生活の中から、皆様の役割をごく
自然な流れの中で形成し、共に協力し
ながら活動されていらっしゃいます。
トランプゲームを誘い合ったり、塗り
絵を褒め合ったり、利用者様同士で自
然に関わりをもたれていらっしゃいま
す。

必要に応じて相談や支援にむけて取り
組む姿勢です。

入居相談時や日常的な関わりの中から
ご本人様一人ひとりの希望や意向を吸
い上げ、実現に向けて取り組んでいま
す。理美容の希望・食べたい物・やり
たい事、化粧品など、早い段階で実現
できるよう対応しています。

入居相談時の思いや意向に加え、会話
や動きをスタッフメモに書きとめ、全
スタッフで内容確認し共有していま
す。特に経過の把握や状態変化の早期
発見に努めています。買い物では、利
用者の意向で、購入した魚の種類が変
わるなどしています。

入居相談時の情報収集の他、ご入居さ
れてからもその方を知ることを続け、
その方の暮らしや思いの把握に努めて
います。サービス内容に関して、事実
と結果を記録する事で、経過の把握や
状態変化の早期発見に繋げています。
またその内容をご家族様にもご報告し
ております。

健康状態・精神状態・暮らしのリズム
など、監視するのではなく常にアンテ
ナを張って現状の把握に努めていま
す。また何気ない会話や動き・表情な
ど、まずは普段を知ることで、変化に
早く気づける事を理解して取り組んで
います。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

居室担当者と計画作成担当者でケアを
見直したのち、職員全員でカンファレ
ンスを行い日常生活に反映できるよう
にしております。その方を取り巻く全
ての環境からの情報を総合し、現状に
即した介護計画を作成しています。意
向の把握と十分な説明や結果の報告に
も配慮しています。

ケアプラン作成に当たっては、ケース
記録と個人日常記録の他、居室担当そ
れぞれが連絡メモを作り、ケアマネ
ジャーと原案を作成して家族の意見を
聞き、職員全員で確認してまとめてい
ます。１日１回階段昇降運動に誘うこ
とや箸を使うなど、わかり易いサービ
ス内容にまとめています。

介護計画に基づいたケース記録とその
方の生活リズムが把握出来る個人日常
記録を使っています。介護計画を日々
の記録に活用することで、毎日モニタ
リングを行い、また生活リズムを把握
することで変化や原因の把握に役立っ
てています。

日用品、希望品、理美容等、一括管理はせ
ず、直接お店に出向いて自己決定のもとそ
の方に合わせた柔軟な対応が出来ていま
す。帰宅願望が見られた際は、気持ちが落
ち着かれるまで一緒に出掛けています。ま
たお天気の良い日は気軽にお散歩やお買い
物などに出かけ、皆様が気持ちよく過ごせ
るように一人ひとりのペースに合わせて支
援しております。
夏祭りなどの自治会行事や地域の会議
などへ参加することで、地域との繋が
りを確保しています。また買い物、出
前、外食、理美容などはホーム近隣を
活用しています。

緊急を要する場合はお電話で、その他
は毎月お手紙で医療情報をお伝えして
います。健康チェックは毎日行い、検
査、健康診断、専門医の受診や医療相
談など適切な医療が受けられるよう支
援しています。その情報はご家族様に
も報告しております。

かかりつけ医はほぼ毎日、看護師は１
週間に１回、薬剤師は月２回来所して
います。職員は利用者の身体の状態、
足のむくみ、酸素飽和度、血圧などを
毎朝確認し医師に相談しています。医
師や看護師、薬剤師、職員で連携を取
り、利用者の健康を見守っています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

医療連携記録を作り報告相談をしてい
ます。ご利用者様の健康を管理し、協
力体制を整え、適切な医療が受けられ
るよう支援しています。

介護サマリーの提出の他、必要な情報
は提供しています。入院中は面会しご
本人様の状態確認をすると共に、ご家
族様や病院関係者との情報交換に努め
ています。話し合いの場に参加するな
ど早期退院に向けて協力し、また退院
後の対応についてもご本人様やご家族
様の安心できるような環境づくりを心
がけております。

ご本人様とご家族様の希望をしっかりとお
聞きし、なるべく早めに主治医を交えて方
向性を話合い、取り組んでいます。また医
療機関とも協力し苦痛や不安のないようサ
ポートすると共に、関係者とは情報を共有
しながらチームで支援する体制を整えてい
ます。もし看取り介護が必要な際は、職員
の勉強会を開き、再確認するようにしてお
ります。

毎年、看取りについての研修を行い、
職員の心構えとスキルの確認を行うと
共に管理者は外部研修も受けていま
す。利用者が看取りの状態になりそう
な時は、早い段階で医師や看護師、職
員で情報の共有を行い、家族に説明し
て今後の方針や支援内容を決めること
になっています

契約時、事業所の重度化に向
けた体制、方針を家族に説明
していますが、家族の中には
利用者の状態に伴い不安を感
じる人も出ているようです。
家族が安心できる体制になっ
ている事を再度説明されるこ
とが望まれます。

主治医作成の資料をもとに、事故発生
時の対応、救急時の対応は勉強会を定
期的に実施し、職員全員で正しい知識
の習得に取り組み、実際にＡＥＤを使
用したこともあります。また連絡体制
を確認し合い、職員間の協力体制も整
えています。

昼間、夜間を想定しての避難訓練、通
報訓練、初期消火訓練と実施していま
す。訓練の他、火災通報装置の取り扱
いについても年に２回の説明を受けて
います。毎年断水訓練も実施しており
ます。

震災体験を活かし、毎年、断水訓練を
行っています。訓練では、貯水槽から
水を汲みペットボトルに詰めていま
す、また、災害非常時には、余剰分は
近隣にも配ったりラップをした料理を
提供する計画をしています。消毒用
ティッシュやオムツの大量備蓄と、薬
は最大１ヶ月分保管しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

接遇面などにおいて会議などを通して
職員教育を行い、一人ひとりに合わせ
た言葉掛けや対応に取り組んでいま
す。強制したり、諦めたりすることな
く、その方の暮らしが実現できるよう
日々工夫をしながら対応しています。

「その人らしさを大切にする」を念頭
に置き倫理、接遇についての研修を毎
年１回行っています。日々のミーティ
ングでも気になる言葉掛けや、対応に
ついて話し合い、利用者が気分を害さ
ない声掛けを心掛けて支援していま
す。

食べたい物、行きたい所、ほしい物、
やりたい事など、普段からコミュニ
ケーションをとり、一人ひとりの思い
や表現を逃さぬよう、また思いを表現
できたり、自己決定ができるような環
境や働き掛けに取り組んでいます。

１日のスケジュールを決めず、その日
の天候や一人ひとりの体調やご気分に
合わせて対応しています。静かに過ご
されたい方、アクティブに過ごされた
い方など、ご様子を見ながらまたご希
望を伺いながら希望にそった支援をし
ています。

その日の衣類は起床後になるべくご自
身で決めて頂けるよう支援すると共
に、必要であればその方の好みや意向
を探り、購入も検討しながら対応して
います。重ね着や衣類の乱れが見られ
た際は、さりげなく着こなしを援助し
ています。理美容は一覧表で管理し、
身だしなみに配慮しています。

メニュー係を毎年各職員に担当させ、
メニューに変化をもたせ、彩り、季
節、節句などを取り入れて五感に働き
かけるようなメニュー作りに努めてい
ます。誕生日はご希望メニューをご用
意しています。調理、配膳準備、盛り
つけ、食器洗い、食器拭きなどは一緒
に取り組んでいます。

月１回は、皆でメニューを見ながら出
前をとったり、半年に１回は外食をし
たりして食事を楽しんでいます。日々
の食事では利用者と職員が買い物に行
き、旬の野菜や本日の安売り商品を見
て献立の変更をすることもあります。
職員と一緒になり食事を作ったり、配
膳や片付けをしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

食事は摂取量、栄養バランスを考慮し
て組み立て、結果を記録し、必要な場
合は修正しながら次に繋げる工夫をし
ています。好き嫌いなどは入所前にご
本人様やご家族様から趣向を確認し、
柔らかさ、大きさなども一人ひとりに
合わせると共に、食事と水分摂取量は
毎日記録しています。

普段から食事の際はお茶をご用意し
て、食後に残渣物が残らないよう注意
しています。就寝時は口腔ケアを援助
し、義歯の洗浄管理も行っています。
歯科医による定期検診を行い、口腔内
管理を行っています。

排泄状況を記録し、一人ひとりのリズ
ムや状態の把握は毎日行い、職員同士
で連携して支援しています。安易に排
泄用品に頼ることなく、トイレ案内を
増やしたりタイミングや声掛けの工夫
をすることで、自立にむけた排泄支援
を行っています。

利用者の目につかない場所に排泄表を
おき、利用者の排泄状況を確認してい
ます。排泄を嫌がる利用者には、音楽
を流したり、ベランダの鳥を見に行こ
うと誘ったり、声掛けに工夫をしてい
ます。一部介助の利用者が自立した例
もあります。

排便状況を記録し、状態の把握に努め
ています。牛乳などの乳製品・プルー
ン・押し麦・運動・水分など自然排便
への取り組みを行っています。下剤が
必要な場合は医療機関と相談しながら
繰り返し調整を行い、その方に合わせ
て対応しています。

入浴は曜日を決める事なく、ご本人様
の体調や気分に寄り添い、お一人ずつ
ゆっくりと入って頂いています。お誘
いのタイミングや声のかけ方に工夫す
ると共に、無理強いせずにシャワー
浴、清拭、衣類交換なども含めて臨機
応変に対応しています。

週に２回～４回、１０時から１５時ま
での間の入浴を基本として、声掛けを
行っています。利用者の気分でシャ
ワー浴や足湯、清拭に切り替えること
もあります。機械浴を含め、皆が気持
ちよく入浴できるように心がけていま
す。
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

就寝時間や起床時間を含め、１日のス
ケジュールを決めていないため、その
方のペースに合わせて休息を援助して
います。衣類、寝具、室温等に注意す
ると共に、安心感、空腹感、排泄など
色々な角度から安眠・休息を支援して
います。

お一人ずつの服薬表はすぐに確認出来
るよう設置しています。変更があれ
ば、その都度各職員に報告しておりま
す。医師・薬剤師から薬に関する情報
を得ると共に、経過についての報告を
行い、連携を取りながら対応していま
す。

日常生活の中で自然にご自身の役割を
認識されている方、促す事で参加され
る方など、一人ひとりのお好きな活動
や出来る活動を見極めて対応していま
す。レクリエーションやご家族様も交
えたイベント開催など、気分転換や楽
しみの機会も作っています。

散歩、買い物、日光浴などその方の体
調や気分など状況に合わせて戸外への
活動を支援しています。また外食や普
段行けない所への外出も計画し取り組
んでおります。盆踊りなどの地域への
参加や、ご家族様との外出・外泊も自
由にして頂いております。

利用者の希望を受けて外出を行うよう
にしていますが、希望の無い人に対し
ても外気浴や散歩への声掛けを行って
います。中には一日に５回も６回も外
に出る利用者もいます。散歩の途中に
ジュースを買ったり、買い物の後に公
園に寄ったりと、日常の生活の中で外
出支援を行っています。

お金の所持は、ご本人様とご家族様と
で相談し決めています。お花や果物な
ど、希望品をご自身で購入されてい
らっしゃいます。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

ご家族様との交流は面会や電話で自由
にして頂いております。ご家族様との
関わりは心の安心へ繋がる事を理解
し、気軽に交流して頂けるよう、また
交流が継続できるよう対応しておりま
す。ご面会時には時折写真も撮らせて
いただき、お送りしております。

別のユニットとを行き来される方や共
有スペースにて大笑いされながらお喋
りを楽しまれている場面は毎日見受け
られています。居室で寛がれたり、窓
やベランダから景色を眺められたりと
移動は自由です。事務所を好まれる方
もいらっしゃいます。

各所に手すりを設置すると共に、通路
に面したトイレ・洗面所・居室は、導
線とわかりやすさに配慮した作りに
なっています。レバーやスイッチなど
は、あえて手動式を取り入れていま
す。自立した生活が送れるよう、状
況・状態に応じて取り組んでいます。

ご入居時に新しい物を購入される必要
はなく、皆様が住み慣れた環境で安心
して過ごせるように、その方の部屋を
そのまま再現できるように支援してい
ます。長年使っているタンス・テレ
ビ・布団・テーブルセットなど、その
方の過ごしやすい場所となるよう対応
しております。

利用者の歩行状態や精神状態などを家
族と相談しながら、長年使ってきた家
具や現在の趣味の品、興味の対象品な
どを室内に配置しています。毎日の清
掃を職員と利用者が一緒に行い、清潔
を保っています。利用者本人が使い易
い居室になるように配慮しています。

共有スペースはご利用者様が安心・安
全に暮らし、心地よい日光や風が入る
ような「家」を意識して整備していま
す。また、五感に働き掛けるような工
夫や強い刺激がないよう、居心地のよ
さにも配慮しています。

普通の家の雰囲気が醸し出せるよう、
和の趣を大切にして施設内を飾り付け
ています。リビングの内外に畳の縁台
をおき、利用者が皆の中に居たい時、
皆とは少し離れて居たい時など、自由
に選んで、居心地良く過ごせるように
なっています。冬場は床暖房を入れ、
足が冷えないようにしています。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 プライミーしろあん

 ユニット名 かのん

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

プライミーしろあんでどのように過ご
されたいか？自分に置き換え、ご利用
者様の目線から職員全員で考えまし
た。また理念とは別に、プライミーし
ろあんを「家」とし、理念実現の家訓
（職員が何をすべきか）も設定しまし
た。事業所内の各所に掲示し、意識の
共有を図っています。
普段から近隣の方々をお招きし施設イベントとし
て餅つきや流しそうめんを行ったり、自治会の夏
祭りなどを通して、近隣の方々との交流を定期的
にとっております。、事業者内の買い物や理美容
などは全て近隣で対応しています。日頃から散歩
や玄関掃除など屋外で過ごす事も多く、挨拶など
を通して地域情報を頂いたりと自然な流れで交流
が出来ています。干していた洗濯物を届けて頂い
た事もあります。

自治会のシニアサロンや盆踊りでは席や飲み
物を用意して頂きとても感謝しております。
また自治会広報誌では事業所紹介として取り
上げて頂きました。地域ケア会議へ参加した
際は、地域の警察や消防隊の方々とも認知症
の方々への支援方法などを話し合いました。
運営推進会議では高齢者支援センターや民生
児童委員の方も参加頂いております。

２ヶ月に１回、イベントなどの活動報
告を行い、また参加者の方より色々な
ご意見を頂いております。検討結果は
議事録に残すと共に、全員に配布して
います。会議の中で流しそうめんや園
芸くらぶの活動への参加協力に発展し
た事もありました。

申請・報告等は出来る限り直接窓口に
出向き対応しています。また担当者へ
の問い合わせは気兼ねなくできる状況
であり、協力関係を気づいていると理
解しています。高齢者支援センター、
支社協、生活保護担当課とも情報交換
をしています。
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

事業所開設以来、玄関と各ユニット出
入り口は施錠せずに対応しています。
内部勉強会にて身体拘束についての正
しい知識の習得に努め、ご家族様や地
域へも身体拘束をしない事業所として
説明をしています。

毎月行っている職員ミーティングでケ
アカンファレンスなどを通して話し
合ったり、定期的に行う内部勉強会で
は虐待の正しい知識習得を行うと共
に、普段から職員間で情報共有を行
い、虐待を見過ごすことなく、また防
止にも努めています。

成年後見制度を利用されている方が数
名いらっしゃいます。ご入居されてか
ら手続きをされた方もおり、制度や手
続きについて資料を準備し、活用でき
るような体制を整えています。高齢者
支援センター主催の講義へも参加しま
した。

普段のご面会時や運営推進会議、また
電話連絡時など契約内容の変更等につ
いて説明する機会をこまめにとること
を心がけ、ご理解を頂けるよう取り組
んでおります。改定等の手続きも早め
にご説明し、スムーズに完了していま
す。

普段のご面会時や家族会などを通して
コミュニケーションを心がけたり、運
営推進会議でのご意見ご要望などを早
めに事業所運営に反映させています。
また事業所内に目安箱を設置していま
す。
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

ミーティングの機会を持ち、職員が意
見を言える場の整備をしています。ま
た普段から業務などを通してコミュニ
ケーションをとりながら意見や提案を
吸い上げて実現できるように支援して
います。１年に１回は個別に意見や提
案を聞く機会を設けています。

各職員に年に１回、自己評価を行い自
己の振り返りをすると共に、自身の１
年間の目標を設定しています。また居
室担当やイベントなどの係担当を設置
し、各職員のやりがいに繋げていりま
す。

内部勉強会を定期的に開催し、また勤
務表を工夫し出来る限り多くの職員が
参加出来るよう事業所として配慮して
います。また他事業者との交流や、地
域等の会議などから得られた情報も職
員会議にて報告し、職員教育につなが
る情報の発信を事業所として取り組ん
でいます。
市グループホーム連絡会及び県グループホー
ム協議会に所属しています。管理者だけでは
なく職員と共に参加し情報交換や情報収集に
努めています。その会ではお互いの施設見学
会も開催し、その際にも様々な職員が交流の
機会を作り、やりがいを見出したり、情報共
有ができるようにして、お互いにサービスの
向上となるよう取り組んでいます。

事前情報収集を十分に行うとともに、
ご家族様やご本人様から普段のコミュ
ニケーションをとおして信頼関係構築
のポイントを見出すと共に、環境の変
化はご利用者様の不安や混乱に繋がる
事を理解し、ご入居当初は意識的に
「その方を知る」事に取り組んでいま
す。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご家族様との信頼関係構築のため、入
居相談時点から十分にコミュニケー
ションをとり、ご家族様やご本人様の
お気持ちなど理解する事を心がけてい
ます。ご入居後はご面会時の他、電話
や手紙を使って情報の共有に取り組ん
でいます。（報告・連絡・相談）

ご本人様及びご家族様の要望は必ず伺
います。また情報収集においてアセス
メントをしっかり行い、ケアカンファ
レンスなどにも明記し、全スタッフで
課題・目標・サービス内容を見極め
て、日々取り組んでおります。

ご利用者様一人ひとりの能力を見極
め、その方が何がどこまで出来るのか
を見極めながら活動・活躍の機会を設
けています。全てに手を出すことが介
護ではない事を職員は理解して対応し
ています。

毎月、写真付きのお手紙にてご様子を
お伝えしています。判断や報告を急ぐ
内容は電話にて連絡し、事業所主導で
はなく、共に支える姿勢で取り組んで
います。面会簿にはご家族様との連絡
メモも取り入れ、意見交換ができるよ
うにしております。

ご本人様の生活歴から現在の状況をよ
く把握し、今までと変わりない暮らし
が続けられるよう対応しています。ご
家族様やお知り合いの方の面会のほ
か、ご家族様との外食やお墓参り、外
泊などに出掛ける方もいらっしゃいま
す。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

日常生活の中から、皆様の役割をごく
自然な流れの中で形成し、共に協力し
ながら活動されていらっしゃいます。
トランプゲームを誘い合ったり、塗り
絵を褒め合ったり、利用者様同士で自
然に関わりをもたれていらっしゃいま
す。

必要に応じて相談や支援にむけて取り
組む姿勢です。

入居相談時や日常的な関わりの中から
ご本人様一人ひとりの希望や意向を吸
い上げ、実現に向けて取り組んでいま
す。理美容の希望・食べたい物・やり
たい事、化粧品など、早い段階で実現
できるよう対応しています。

入居相談時の情報収集の他、ご入居さ
れてからもその方を知ることを続け、
その方の暮らしや思いの把握に努めて
います。サービス内容に関して、事実
と結果を記録する事で、経過の把握や
状態変化の早期発見に繋げています。
またその内容をご家族様にもご報告し
ております。
健康状態・精神状態・暮らしのリズム
など、監視するのではなく常にアンテ
ナを張って現状の把握に努めていま
す。また何気ない会話や動き・表情な
ど、まずは普段を知ることで、変化に
早く気づける事を理解して取り組んで
います。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

居室担当者と計画作成担当者でケアを
見直したのち、職員全員でカンファレ
ンスを行い日常生活に反映できるよう
にしております。その方を取り巻く全
ての環境からの情報を総合し、現状に
即した介護計画を作成しています。意
向の把握と十分な説明や結果の報告に
も配慮しています。
介護計画に基づいたケース記録とその
方の生活リズムが把握出来る個人日常
記録を使っています。介護計画を日々
の記録に活用することで、毎日モニタ
リングを行い、また生活リズムを把握
することで変化や原因の把握に役立っ
てています。

日用品、希望品、理美容等、一括管理はせ
ず、直接お店に出向いて自己決定のもとその
方に合わせた柔軟な対応が出来ています。帰
宅願望が見られた際は、気持ちが落ち着かれ
るまで一緒に出掛けています。またお天気の
良い日は気軽にお散歩やお買い物などに出か
け、皆様が気持ちよく過ごせるように一人ひ
とりのペースに合わせて支援しております。

夏祭りなどの自治会行事や地域の会議
などへ参加することで、地域との繋が
りを確保しています。また買い物、出
前、外食、理美容などはホーム近隣を
活用しています。

緊急を要する場合はお電話で、その他
は毎月お手紙で医療情報をお伝えして
います。健康チェックは毎日行い、検
査、健康診断、専門医の受診や医療相
談など適切な医療が受けられるよう支
援しています。その情報はご家族様に
も報告しております。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

医療連携記録を作り報告相談をしてい
ます。ご利用者様の健康を管理し、協
力体制を整え、適切な医療が受けられ
るよう支援しています。

介護サマリーの提出の他、必要な情報は提供
しています。入院中は面会しご本人様の状態
確認をすると共に、ご家族様や病院関係者と
の情報交換に努めています。話し合いの場に
参加するなど早期退院に向けて協力し、また
退院後の対応についてもご本人様やご家族様
の安心できるような環境づくりを心がけてお
ります。

ご本人様とご家族様の希望をしっかりとお聞
きし、なるべく早めに主治医を交えて方向性
を話合い、取り組んでいます。また医療機関
とも協力し苦痛や不安のないようサポートす
ると共に、関係者とは情報を共有しながら
チームで支援する体制を整えています。もし
看取り介護が必要な際は、職員の勉強会を開
き、再確認するようにしております。

主治医作成の資料をもとに、事故発生
時の対応、救急時の対応は勉強会を定
期的に実施し、職員全員で正しい知識
の習得に取り組んでいます。また連絡
体制を確認し合い、職員間の協力体制
も整えています。

昼間、夜間を想定しての避難訓練、通
報訓練、初期消火訓練と実施していま
す。訓練の他、火災通報装置の取り扱
いについても年に２回の説明を受けて
います。毎年断水訓練も実施しており
ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

接遇面などにおいて会議などを通して
職員教育を行い、一人ひとりに合わせ
た言葉掛けや対応に取り組んでいま
す。強制したり、諦めたりすることな
く、その方の暮らしが実現できるよう
日々工夫をしながら対応しています。

食べたい物、行きたい所、ほしい物、
やりたい事など、普段からコミュニ
ケーションをとり、一人ひとりの思い
や表現を逃さぬよう、また思いを表現
できたり、自己決定ができるような環
境や働き掛けに取り組んでいます。

１日のスケジュールを決めず、その日
の天候や一人ひとりの体調やご気分に
合わせて対応しています。静かに過ご
されたい方、アクティブに過ごされた
い方など、ご様子を見ながらまたご希
望を伺いながら希望にそった支援をし
ています。

その日の衣類は起床後にご自身で決め
て頂けるよう支援すると共に、必要で
あればその方の好みや意向を探り、購
入も検討しながら対応しています。重
ね着や衣類の乱れが見られた際は、さ
りげなく着こなしを援助しています。
理美容は一覧表で管理し、身だしなみ
に配慮しています。
メニュー係を毎年各職員に担当させ、
メニューに変化をもたせ、彩り、季
節、節句などを取り入れて五感に働き
かけるようなメニュー作りに努めてい
ます。誕生日はご希望メニューをご用
意しています。調理、配膳準備、盛り
つけ、食器洗い、食器拭きなどは一緒
に取り組んでいます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

食事は摂取量、栄養バランスを考慮し
て組み立て、結果を記録し、必要な場
合は修正しながら次に繋げる工夫をし
ています。好き嫌いなどは入所前にご
本人様やご家族様から趣向を確認し、
柔らかさ、大きさなども一人ひとりに
合わせると共に、食事と水分摂取量は
毎日記録しています。
普段から食事の際はお茶をご用意し
て、食後に残渣物が残らないよう注意
しています。就寝時は口腔ケアを援助
し、義歯の洗浄管理も行っています。
歯科医による定期検診を行い、口腔内
管理を行っています。

排泄状況を記録し、一人ひとりのリズ
ムや状態の把握は毎日行い、職員同士
で連携して支援しています。安易に排
泄用品に頼ることなく、トイレ案内を
増やしたりタイミングや声掛けの工夫
をすることで、自立にむけた排泄支援
を行っています。

排便状況を記録し、状態の把握に努め
ています。牛乳などの乳製品・運動・
水分など自然排便への取り組みを行っ
ています。下剤が必要な場合は医療機
関と相談しながら繰り返し調整を行
い、その方に合わせて対応していま
す。

入浴は曜日を決める事なく、ご本人様
の体調や気分に寄り添い、お一人ずつ
ゆっくりと入って頂いています。お誘
いのタイミングや声のかけ方に工夫す
ると共に、無理強いせずにシャワー
浴、清拭、衣類交換なども含めて臨機
応変に対応しています。機械浴をご利
用の方もおります。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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価
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外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

就寝時間や起床時間を含め、１日のス
ケジュールを決めていないため、その
方のペースに合わせて休息を援助して
います。衣類、寝具、室温等に注意す
ると共に、安心感、空腹感、排泄など
色々な角度から安眠・休息を支援して
います。

お一人ずつの服薬表はすぐに確認出来
るよう設置しています。変更があれ
ば、その都度各職員に報告しておりま
す。医師・薬剤師から薬に関する情報
を得ると共に、経過についての報告を
行い、連携を取りながら対応していま
す。

日常生活の中で自然にご自身の役割を
認識されている方、促す事で参加され
る方など、一人ひとりのお好きな活動
や出来る活動を見極めて対応していま
す。レクリエーションやご家族様も交
えたイベント開催など、気分転換や楽
しみの機会も作っています。

散歩、買い物、日光浴、ゴミ捨てなど
その方の体調や気分など状況に合わせ
て戸外への活動を支援しています。ま
た外食や普段行けない所への外出も計
画し取り組んでおります。盆踊りなど
の地域への参加や、ご家族様との外出
も自由にして頂いております。

お金の所持は、ご本人様とご家族様と
で相談し決めています。お花や果物な
ど、希望品をご自身で購入されてい
らっしゃいます。またご自身の塗り絵
で使用される色鉛筆なども購入されて
いる方もいられます。

株式会社フィールズ
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

ご家族様との交流は面会や電話で自由
にして頂いております。ご家族様との
関わりは心の安心へ繋がる事を理解
し、気軽に交流して頂けるよう、また
交流が継続できるよう対応しておりま
す。ご面会時には時折写真も撮らせて
いただき、お送りしております。

共有スペースはご利用者様が安心・安
全に暮らし、心地よい日光や風が入る
ような「家」を意識して整備していま
す。また、五感に働き掛けるような工
夫や強い刺激がないよう、居心地のよ
さにも配慮しています。

別のユニットとを行き来される方や共
有スペースにて大笑いされながらお喋
りを楽しまれている場面は毎日見受け
られています。居室で寛がれたり、窓
やベランダから景色を眺められたりと
移動は自由です。

ご入居時に新しい物を購入される必要
はなく、皆様が住み慣れた環境で安心
して過ごせるように、その方の部屋を
そのまま再現できるように支援してい
ます。長年使っているタンス・テレ
ビ・布団・テーブルセットなど、その
方の過ごしやすい場所となるよう対応
しております。

各所に手すりを設置すると共に、通路
に面したトイレ・洗面所・居室は、導
線とわかりやすさに配慮した作りに
なっています。レバーやスイッチなど
は、あえて手動式を取り入れていま
す。自立した生活が送れるよう、状
況・状態に応じて取り組んでいます。

株式会社フィールズ



事業所名　プライミーしろあん

作成日：　平成２８年４月５日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 33

契約時、事業所の重度化に向けた体制、方針を
ご家族様に説明していますが、ご家族様の中に
は利用者様の状態の変化に伴い、不安を感じる
ことが予想される。

ご利用者様の体調や今後の対応について、情報
の共有を行い、話し合いを行うことによってお
互いを理解してご利用していただけるようにす
る。

お便りやご面会時、家族会などでご家族様が安
心できる体制になっている事をその都度説明し
ていく。

６ヶ月

2 52

介護度が重度化していくと居室、フロアなどの
汚れが掃除を繰り返し行わないと目立つ。

清潔で居心地の良い空間づくりを行う。 環境係を中心に汚れが出たらその都度掃除を行
い、居室については各居室担当者を中心に定期
的に確認する。

６ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成27年度
目標達成計画


